
平成23年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

11,300 4,0197,281 011,300 0計

臨時 2,590 32,590地域子育て創生事業
利用者数　21人

4,691 4,019 3
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次世代育成支援対策交付
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評価
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決算額
（千円）

財源内訳

一般

目
的

事
業
概
要

事業内容（主な経費等）

就学前児童及び保護者の交流の場、育児相談の場、情報交換の場の設置

　○次世代育成支援対策交付金事業・・・地域子育て支援センター事業
　　交流の場提供、講習会開催、情報提供、相談業等　・実施施設２カ所
　　　□委託：みえまち子育て支援センターやしの実ひろば、おおの子育て支援センター子育てひろば”ルンるん”
　　　□直営：清川町子育て支援センターつくしんぼ、緒方子育て支援センターつどいのひろばちゅーりっぷ、犬飼町子育て支援センター
　　　　 ゆうゆうキッズ

　○地域子育て創生事業・・・家庭訪問型子育支援事業
　　育児に悩みのある親の話の傾聴や育児・家事を共同して行うスタッフの派遣により、育児期の孤立感や育児不安の解消を図るための
　　支援
　　　□委託：みえまち子育て支援センターやしの実ひろば
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前年度課室名 生活支援課

目

2 114 児童福祉運営事業児童措置費

事務事業名称

課　名 社会福祉課

予算現額
（千円）

対
象

保育に欠けない児童及び
保護者

その他国・県支出金



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２１～Ｈ２３（決算額）、Ｈ２４（予算現額） ６．H25年度予算の方向性

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

1,073

事業の方向性

情報を共有するとともに、活動成果を検証し、事業の効率化を図ること。

評価内容

継続

計画どおり5ヶ所設置しており利用者
のニーズを満たしている

必要性の再確認

事業対象の確認

ニーズに対応するための職員研修・
相談業務及びネットワーク化は適切
な手段であると判断できるため

保育に欠けない児童とその母親が対
象となっているため

活動指標の分析

 ① 事業の
　  必要性
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 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断

 ③ 受益の
　　対象性

 ② 行政の
　　関与性

1

1

 ④ 手段の
　  妥当性

責任領域の精査

3

民間でも取組が可能である

3
保育に欠けない児童の福祉の向上が
求められている

分析
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国　　費

保育所の民営化に伴い、牧口
保育所及び犬飼保育園で運営
していた子育て支援センターに
ついても、運営を委託したこと
により、委託施設が2ヶ所から
4ヶ所となったが、当面はこれを
維持するため

10,005

1,075

理由

10,005

4,019

4,019

3,462

8,710

10,005

11,300

20,0108,710

4,691

そ の 他

うち経常経費

ｄ
ネットワーク
化の推進

回

20,010

8,911

対応（改善点等）

決 算 額 （千円）
Ｈ２１ Ｈ２２

285

100 ％

2

8,911

Ｈ２３

11,300

支援センターのネットワーク化の推進

相談業務
の充実
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H26 

目標

相談業務の充実

随時

豊後大野市キラキラこどもプランの数値目標として設定しているため

ネットワーク化の推進
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